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い
う
「
悪
夢
」
の
実
相
と
教
訓
』（
信
山
社
、
二
〇
二
二
年
）。

（
39
）　

エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
／
野
口
建
彦
・
野
口
照
子
訳
『
帝

国
の
時
代
（
1
）・（
2
）』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
二
三
年
）、
エ
リ

ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
／
大
井
由
紀
訳
『
二
〇
世
紀
の
歴
史
―
―
両

極
端
の
時
代　

上
・
下
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
八
年
）。

（
40
）　

小
野
沢
透
「「
同
時
代
」
と
歴
史
的
時
代
と
し
て
の
「
現
代
」」

『
思
想
』
一
一
四
九
号
（
二
〇
二
〇
年
）
九
一
頁
以
下
。

（
41
）　

大
屋
雄
裕
「
戦
争
と
平
和
と
法
の
黄
昏
」
山
元
一
編
『
講
座　

立
憲
主
義
と
憲
法
学
（
1
）　

憲
法
の
基
礎
理
論
』（
信
山
社
、
二
〇

二
二
年
）
二
五
三
頁
以
下
。

（
42
）　

こ
の
点
、
二
〇
二
五
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
第
二
七
回
参
議
院

議
員
選
挙
に
お
い
て
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
「
反
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
」
を
掲
げ
た
参
政
党
が
大
き
く
議
席
数
を
伸
ば
し
た
こ
と
は
、

今
後
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
動
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

報
告
二

日
本
外
交
の
戦
後
八
〇
年井 

上 

正 

也

は
じ
め
に

　

法
学
部
教
授
の
井
上
正
也
で
す
。
本
日
は
、
慶
應
法
学
会
で

登
壇
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
テ
ー
マ
は
、「
日
本
外
交
の
戦

後
八
〇
年
」
で
す
。
と
は
い
え
、
本
日
は
こ
の
八
〇
年
間
に
日

本
外
交
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
す
べ
て
お
話
し
す
る
時
間
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
ま
か
な
時
期
で
区
切
り
、
で
き
る
だ
け
マ
ク
ロ

な
視
点
か
ら
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
こ
の
八
〇
年
と
い
う
時
間
軸
を
ど
う
捉
え
る
か
で

す
が
、
そ
れ
は
一
つ
の
国
家
が
興
っ
て
か
ら
滅
び
る
ま
で
の
期

間
を
カ
バ
ー
す
る
、
非
常
に
長
い
期
間
で
す
。
毎
年
学
生
に
日

本
外
交
史
を
教
え
て
い
て
感
じ
る
の
は
、
戦
後
が
ど
ん
ど
ん
長

く
な
っ
て
く
る
こ
と
で
す
。
近
代
日
本
が
明
治
維
新
で
興
り
、

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
で
滅
び
る
ま
で
の
期
間
よ
り
も
、
敗
戦
か

ら
現
代
ま
で
の
時
間
（
八
〇
年
）
の
方
が
既
に
長
く
な
り
ま
し

た
。
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戦
前
日
本
の
歴
史
を
ざ
っ
と
お
話
し
す
る
と
、
江
戸
幕
府
を

倒
し
た
明
治
維
新
を
経
て
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
験
し
た
日

本
は
台
湾
と
朝
鮮
半
島
を
統
治
す
る
植
民
地
帝
国
（colonial 

em
pire

）
の
道
を
歩
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
に
は
、
世
界
の
列
強
の
一
員
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
す
。

し
か
し
、
新
興
国
と
し
て
急
速
に
力
を
つ
け
た
日
本
は
、
建
国

第
一
世
代
の
元
勲
・
元
老
が
表
舞
台
か
ら
退
場
し
た
後
、
そ
れ

に
代
わ
る
国
家
統
合
の
中
心
を
見
い
だ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
た
政
党
政
治
は
一
九
三
〇

年
代
に
完
全
に
行
き
詰
ま
り
、
軍
部
の
台
頭
を
招
い
て
、
最
終

的
に
は
中
国
大
陸
と
の
泥
沼
の
戦
争
に
突
入
し
て
い
き
ま
し
た
。

戦
前
の
日
本
帝
国
は
明
治
維
新
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦

ま
で
、
約
七
七
年
で
滅
び
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

国
家
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
考
え
る

　

図
1
は
、
歴
史
家
で
あ
る
坂
野
潤
治
が
示
し
た
近
代
日
本
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
図
式
化
し
た
も
の
で
す
。
一
八
五
七
年
の

公
武
合
体
か
ら
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
開
戦
ま
で
の
八
〇
年

間
の
歴
史
を
六
つ
の
段
階
に
分
け
、
そ
の
後
を
崩
壊
期
と
し
て

示
し
て
い
ま
す
。
や
や
粗
い
図
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
家
が
勃

興
し
、
新
た
な
制
度
が
建
設
さ
れ
運
用
さ
れ
た
後
に
綻
び
が
見

え
始
め
、
改
革
の
必
要
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
近
代
日
本
は
再

編
期
の
改
革
に
失
敗
し
、
そ
の
ま
ま
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
大

戦
と
い
う
危
機
の
時
代
に
突
入
し
て
い
っ
た
と
い
う
大
き
な
流

れ
が
把
握
で
き
ま
す
。
細
か
い
事
実
関
係
の
議
論
は
別
に
し
て

も
、
国
家
を
一
つ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
捉
え
る
視
点
は

興
味
深
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
六
つ
の
段
階
は
、
戦
後
日
本
の
八
〇
年
間
に
も
当
て
は

ま
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
図
2
は
、
坂
野
教
授
の
図
を
戦
後
八

〇
年
の
歴
史
に
当
て
は
め
た
も
の
で
す
。
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ

ン
の
「
歴
史
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
韻
を
踏
む
」
と
い
う
言
葉

の
と
お
り
、
八
〇
年
と
い
う
ス
パ
ン
で
見
る
と
、
戦
前
と
戦
後

の
歴
史
に
は
共
通
す
る
要
素
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

敗
戦
直
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
「
占
領
改
革
」
に
よ
っ
て
、
日

本
は
全
く
新
た
な
政
治
体
制
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
冷
戦
の
本
格
化
に
伴
い
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
が

転
換
さ
れ
た
こ
と
で
、
憲
法
第
九
条
と
日
米
安
全
保
障
条
約

（
日
米
安
保
条
約
）
が
併
存
す
る
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
九
五
〇
年
代
に
は
、
こ
の
日
米
安
保
条
約
を
め
ぐ
っ
て
保

守
と
革
新
の
対
立
が
激
化
し
、
そ
の
頂
点
が
一
九
六
〇
年
の
安

保
闘
争
で
し
た
。
戦
後
日
本
で
は
、
明
治
維
新
の
よ
う
な
下
級

武
士
が
主
導
し
た
「
革
命
」
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
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家
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
保
守
と
革
新
が
正
面
か
ら
衝

突
し
た
の
が
、
こ
の
時
期
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
三
年
に
か
け
て

は
、
日
本
が
西
側
世
界
第
二
の
「
経
済
大
国
」
へ
と
成
長
し
て

い
く
「
建
設
期
」
に
該
当
し
ま
す
。
一
九
五
五
年
に
成
立
し
た

い
わ
ゆ
る
「
五
五
年
体
制
」
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
定

着
し
、
激
し
か
っ
た
保
革
対
立
も
池
田
勇
人
首
相
に
よ
る
「
所

得
倍
増
政
策
」
の
影
に
隠
れ
る
形
と
な
り
、
経
済
成
長
を
共
通

の
目
標
と
す
る
国
論
に
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
期
間
は
、
冷

戦
の
後
半
期
に
あ
た
り
、
高
度
経
済
成
長
期
に
完
成
さ
れ
た
日

本
の
制
度
が
本
格
的
に
運
用
さ
れ
た
時
期
で
し
た
。
ま
た
こ
の

時
期
は
、「
経
済
大
国
」
な
ど
、
現
代
の
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
が
形
作
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

覇
権
国
と
の
同
盟
の
意
味

　

戦
前
と
戦
後
の
日
本
を
比
較
す
る
際
に
興
味
深
い
の
は
、
時

期
に
多
少
の
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
、
戦
前
に
は
大
英
帝
国
、
戦

後
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
覇

権
国
家
と
の
同
盟
関
係
が
存
在
し
た
点
で
す
。

　

戦
前
の
日
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
に
接
近

図 1　近代日本の時期区分

1850 公武合体 ➡ 改革期

1860 尊王倒幕 ➡ 革命期

1870 殖産興業 ➡ 建設期

1890 明治立憲制 ➡ 運用期

1900 大正デモクラシー ➡ 再編期

1930 昭和ファシズム ➡ 危機期

1940 大政翼賛会 ➡ 崩壊期

坂野潤治『日本近代史』（ちくま新書、2012
年）11 頁より作成

図 2　戦後日本の時期区分

1945 ～ 1952 占領改革 ➡ 改革期

1952 ～ 1960 安保闘争 ➡ 革命期

1960 ～ 1973 高度経済成長 ➡ 建設期

1973 ～ 1989 経済大国 ➡ 運用期

1989 ～ 2010s 構造改革 ➡ 再編期

2020s ～ G ゼロ新冷戦 ➡ 危機期

筆者作成
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し
た
背
景
に
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
展
開
さ
れ
た
ロ
シ
ア
帝

国
と
大
英
帝
国
に
よ
る
「
グ
レ
ー
ト
・
ゲ
ー
ム
」
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
お
お
よ
そ
一
八
一
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
七
年
の

英
露
協
商
に
至
る
ま
で
続
い
た
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
勢
力
圏

を
め
ぐ
る
両
国
の
覇
権
争
い
で
し
た
。
こ
の
対
立
は
、
幕
末
・

明
治
維
新
か
ら
日
露
戦
争
終
結
に
至
る
ま
で
の
日
本
の
対
外
政

策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
日
英
同
盟
に
基
づ
く
イ
ギ
リ
ス
の
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
、

日
本
は
日
露
戦
争
で
ロ
シ
ア
と
い
う
大
国
に
対
し
て
ぎ
り
ぎ
り

の
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
ア
メ
リ
カ
が
新
た
な
覇
権

国
と
し
て
日
本
の
安
全
保
障
を
担
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本

国
内
に
軍
事
基
地
を
設
け
、
駐
留
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
米
ソ
新
冷
戦
が
本
格
化
す
る

ま
で
、
日
本
は
自
国
の
安
全
保
障
の
大
部
分
を
ア
メ
リ
カ
に
依

存
で
き
ま
し
た
。

　

近
代
日
本
に
と
っ
て
安
全
保
障
上
の
脅
威
が
ど
こ
か
ら
来
る

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
北
海
道
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
の
三
地
域

で
す
。
日
本
は
、
外
敵
に
よ
る
侵
略
を
警
戒
し
、
本
土
の
周
辺

に
「
利
益
線
」
と
呼
ば
れ
る
勢
力
圏
を
形
成
し
よ
う
と
努
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
経
済
的
利
益
が
見
込
め
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
化
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
冷
戦
下
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
に
続
き
、

韓
国
、
台
湾
と
相
互
防
衛
条
約
を
締
結
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
の

安
全
保
障
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

日
本
は
長
年
の
地
政
学
的
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

戦
後
日
本
外
交
の
特
徴

　

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
一
九
七
〇

年
代
後
半
ま
で
、
安
全
保
障
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
日
本
の
外
交
は
、

「
経
済
外
交
」
と
「
戦
後
処
理
」
の
二
つ
に
重
点
が
置
か
れ
ま

し
た
。
前
者
は
貿
易
の
拡
大
を
目
的
と
し
、
各
国
と
の
通
商
条

約
の
締
結
や
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
を
中
心
と
し
た
多
国
間
に
よ
る
自
由

貿
易
体
制
へ
の
参
画
が
中
心
で
し
た
。
後
者
の
「
戦
後
処
理
」

は
、
戦
争
に
よ
り
国
交
を
断
絶
し
た
国
々
と
の
国
交
回
復
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
基
づ
く
賠
償
協
定
の
締
結
、
さ

ら
に
は
「
準
賠
償
」
と
呼
ば
れ
た
経
済
協
力
の
取
り
決
め
を
指

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
国
の
安
全
保
障
の
根
幹
を
他
国
に
依
存
す
る
と

い
う
、
い
び
つ
な
国
家
の
あ
り
方
は
、
国
内
で
も
論
争
を
呼
び

ま
し
た
。
東
西
冷
戦
下
で
西
側
陣
営
に
組
み
込
ま
れ
、
自
律
性
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を
欠
い
た
日
本
外
交
に
対
し
て
は
、
大
き
な
批
判
が
あ
り
ま
し

た
。
戦
後
日
本
に
お
い
て
、
多
く
の
左
派
の
知
識
人
が
日
本
の

ア
メ
リ
カ
へ
の
従
属
を
批
判
し
、「
対
米
自
主
」
を
訴
え
る
場

面
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局
、
そ
れ
が
外
交
政
策
と
し
て
具

体
化
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
対
米
自
主
は
日
本

外
交
に
お
け
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
そ
れ
を
実
際
に
実
現
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に

安
全
保
障
を
依
存
し
な
が
ら
経
済
的
繁
栄
を
追
求
す
る
日
本
の

外
交
姿
勢
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
見
方
も
現
れ
ま
し
た
。
国
際

政
治
学
者
で
あ
る
高
坂
正
堯
は
、「
宰
相
吉
田
茂
論
」
や
「
海

洋
国
家
日
本
の
構
想
」
な
ど
の
論
文
を
次
々
と
発
表
し
、
戦
後

日
本
が
事
実
上
採
用
し
て
き
た
外
交
路
線
を
積
極
的
に
評
価
し

ま
し
た
。
高
坂
は
、
通
商
国
家
と
し
て
の
日
本
の
あ
り
方
に
世

界
史
的
な
意
義
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

確
か
に
、
軍
備
を
持
た
な
い
平
和
憲
法
を
維
持
し
つ
つ
、
核

の
傘
を
含
む
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
保
護
の
下
で
存
立
す
る
日
本

外
交
の
ね
じ
れ
た
構
図
は
、「
平
和
国
家
」
と
も
「
普
通
の
国
」

と
も
言
い
切
れ
な
い
曖
昧
な
選
択
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
高
坂
ら
一
九
六
〇
年
代
に
登
場
し
た
若
い
世
代
の
国
際
政

治
学
者
た
ち
は
、
こ
う
し
た
現
実
を
批
判
し
て
理
念
に
現
実
を

合
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
目
の
前
の
複
雑
な
現
実
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
向
き
合
う
か
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
し

た
。
彼
ら
が
論
壇
で
「
現
実
主
義
者
」
と
呼
ば
れ
た
所
以
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
冷
戦
下
に
お
け
る
通
商
国
家
の
道
を

選
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
批
判
も
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
徐
々

に
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
覇

権
の
相
対
的
な
低
下
、
日
本
の
経
済
大
国
化
に
よ
る
経
済
摩
擦

の
顕
在
化
、
そ
し
て
ソ
連
の
第
三
世
界
へ
の
影
響
力
拡
大
と
米

ソ
新
冷
戦
の
到
来
が
あ
り
ま
し
た
。

冷
戦
終
結
後
の
日
本
外
交
を
ど
う
考
え
る
か

　

日
本
外
交
に
お
け
る
最
大
の
転
機
は
、
何
と
言
っ
て
も
一
九

八
九
年
の
冷
戦
終
結
で
す
。
戦
後
八
〇
年
を
考
え
る
上
で
重
要

な
の
は
、
冷
戦
期
と
、
そ
れ
に
続
く
ポ
ス
ト
冷
戦
期
が
、
ほ
ぼ

同
じ
期
間
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
日
本
が
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
を
締
結
し
、
主
権
国
家
と
し
て
国
際
社

会
に
復
帰
し
た
の
は
一
九
五
二
年
で
あ
り
、
米
ソ
両
国
が
一
九

八
九
年
の
マ
ル
タ
会
談
で
冷
戦
を
終
結
さ
せ
る
ま
で
の
期
間
は

三
七
年
間
で
す
。
そ
し
て
一
九
八
九
年
か
ら
今
日
（
二
〇
二
五

年
）
ま
で
の
期
間
も
三
六
年
間
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
由
主
義
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陣
営
と
社
会
主
義
陣
営
が
激
し
く
対
立
し
た
冷
戦
時
代
と
、
ほ

ぼ
同
じ
時
間
を
ポ
ス
ト
冷
戦
期
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
本
は
、

戦
後
の
日
本
を
規
定
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
秩
序
の
大
き

な
変
化
を
受
け
、
国
内
制
度
の
長
い
再
編
期
に
入
り
ま
し
た
。

東
側
ブ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

加
速
す
る
中
、
日
本
国
内
で
も
「
五
五
年
体
制
」
が
崩
壊
し
、

平
成
不
況
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
「
構
造

改
革
」
が
繰
り
返
し
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
日
本
外
交
に
は
、
新
た
な
国
際
環
境
へ
の

対
応
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
大
き
く

三
つ
に
整
理
で
き
ま
す
。
①
日
本
の
地
域
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の

強
化
、
②
経
済
協
力
以
外
の
国
際
貢
献
の
拡
大
、
③
中
国
へ
の

対
応
で
す
。

　

第
一
に
、
冷
戦
終
結
に
よ
っ
て
新
た
に
顕
在
化
し
た
東
ア
ジ

ア
の
安
全
保
障
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
が
こ
の
地

域
へ
の
関
与
を
強
化
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
朝
鮮
半

島
や
台
湾
海
峡
の
危
機
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
〇
一
五

年
の
平
和
安
全
法
制
の
整
備
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
論
を
二

分
す
る
議
論
と
な
り
ま
し
た
が
、
冷
戦
終
結
か
ら
二
五
年
を
か

け
て
、
一
定
の
法
的
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
国
際
貢
献
の
面
で
は
、
湾
岸
戦
争
に
お
い
て
自
衛

隊
を
派
遣
で
き
な
か
っ
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
一
九
九
二
年
に
国

際
平
和
協
力
法
が
制
定
さ
れ
、
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
は
経
済
協
力
の
み
な
ら
ず
、

平
和
維
持
活
動
を
含
む
幅
広
い
形
で
国
際
社
会
へ
の
貢
献
を
行

う
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

第
三
に
、
中
国
の
台
頭
へ
の
対
応
で
す
。
二
〇
一
二
年
に
発

足
し
た
第
二
次
安
倍
政
権
は
、
長
期
政
権
の
も
と
で
、
外
交
政

策
に
お
い
て
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
大
き
く
上
回
る
超
大
国
と
な
っ

た
中
国
へ
の
対
応
を
最
大
の
課
題
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

戦
前
と
戦
後
の
比
較

　

現
代
の
日
本
は
、
再
編
期
に
お
い
て
、
戦
前
と
比
較
し
て
も

恵
ま
れ
た
国
際
環
境
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
戦
前
期

は
、
国
内
制
度
の
再
編
が
求
め
ら
れ
た
時
期
と
、
辛
亥
革
命
や

ロ
シ
ア
革
命
と
い
っ
た
帝
国
の
崩
壊
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
に

「
力
の
真
空
」
が
生
じ
た
時
期
が
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。
結
局
、

戦
前
の
日
本
は
、
新
し
い
時
代
に
適
応
し
た
政
治
体
制
を
構
築

で
き
な
い
ま
ま
、
一
九
三
〇
年
代
の
危
機
に
突
入
し
て
い
き
ま

し
た
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
三
〇
年
間
に
お
け
る
ア

ジ
ア
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
確
か
に
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
・
ミ

サ
イ
ル
開
発
や
、
中
国
の
東
・
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
海
洋
進
出

な
ど
、
地
域
の
平
和
と
安
全
を
脅
か
す
問
題
に
日
本
は
直
面
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の
地
域
を

巻
き
込
む
大
規
模
な
戦
争
は
、
一
九
七
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

終
結
以
降
、
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
二
〇

二
〇
年
代
に
至
る
ア
ジ
ア
の
半
世
紀
は
、
そ
れ
以
前
の
百
年
間

の
動
乱
の
時
代
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
安
定
し
た
期
間
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　

現
代
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
中
対
立
は
未
だ
に
熱
戦
に
は
発

展
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
現
実
の
戦
争
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
冷
戦

時
代
に
は
、
欧
州
が
「
冷
た
い
平
和
」
の
下
で
分
断
さ
れ
る
一

方
、
朝
鮮
半
島
や
ベ
ト
ナ
ム
で
は
代
理
戦
争
の
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
日
で
は
そ
の
状
況
が
逆
転
し
て
い
る

の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
日
本
が
冷
戦
後
の
制
度
再
編
を
進
め
た

時
期
と
、
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
が
例
外
的
に
安
定
し
て
い
た
時

期
と
が
重
な
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
は
北
朝
鮮
の

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
や
、
中
国
の
台
頭
と
い
っ
た
新
た
な
挑
戦

へ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
危
機

の
連
鎖
の
中
で
選
択
肢
を
誤
り
、
戦
争
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た

戦
前
日
本
の
状
況
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
戦
後
日
本
は
、

今
日
我
々
が
直
面
し
つ
つ
あ
る
本
当
の
危
機
が
訪
れ
る
前
に
、

冷
戦
期
に
築
か
れ
た
制
度
を
見
直
し
、
再
編
す
る
貴
重
な
時
間

を
稼
げ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

危
機
の
時
代
に
お
け
る
日
本
の
役
割

　

二
〇
二
〇
年
代
の
世
界
は
、
一
九
三
〇
年
代
と
同
様
に
「
危

機
の
時
代
」
に
突
入
し
て
い
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
ロ
シ
ア
や

中
国
が
地
域
に
お
け
る
覇
権
を
追
求
し
、
ア
メ
リ
カ
が
か
つ
て

な
い
ほ
ど
に
影
響
力
を
低
下
さ
せ
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
政
治
学

者
の
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
が
「
Ｇ
ゼ
ロ
」
と
呼
ん
だ
、
国
際
秩

序
を
主
導
す
る
超
大
国
の
存
在
し
な
い
世
界
が
現
実
の
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
戦
争
に
直
接
巻
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、

他
の
先
進
諸
国
に
比
べ
て
深
刻
な
国
内
分
断
に
も
陥
っ
て
い
ま

せ
ん
。
日
本
に
対
す
る
国
際
社
会
の
期
待
は
、
戦
後
八
〇
年
の

歴
史
の
中
で
も
現
在
が
最
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

一
九
三
〇
年
代
の
日
本
は
、
満
洲
事
変
を
引
き
起
こ
し
、
戦
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間
期
の
国
際
秩
序
を
破
壊
す
る
存
在
と
し
て
振
る
舞
い
、
英
米

両
国
と
対
立
し
た
末
に
破
滅
へ
の
道
を
た
ど
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
九
七
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
が
後
退
し
た
際
に
は
、

日
本
は
西
ド
イ
ツ
と
協
力
し
、
日
米
欧
に
よ
る
国
際
協
調
体
制

の
維
持
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
代
の
日
本
が
、
経
済
面
に
と
ど
ま
ら
ず
政
治
面

で
も
、
崩
壊
し
か
け
て
い
る
国
際
協
調
体
制
の
要
と
し
て
の
役

割
を
果
た
せ
る
の
か
ど
う
か
。
ま
さ
に
い
ま
、
日
本
は
そ
の
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

　

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

報
告
三

防
衛
政
策
史
か
ら
見
る
戦
後
八
〇
年

中 

島 

信 

吾

は
じ
め
に

　

た
だ
今
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
中
島
と
申
し
ま
す
。
私

は
主
に
戦
後
の
防
衛
政
策
史
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
で

は
こ
の
分
野
に
関
す
る
研
究
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

学
院
に
在
籍
し
て
い
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
は
か
な
り
珍
し
い

領
域
で
、「
そ
れ
は
歴
史
研
究
の
対
象
に
な
る
の
か
」
と
い
っ

た
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
衛
研

究
所
戦
史
部
（
現
、
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
入
り
ま
し
て
か

ら
は
、
防
衛
庁
・
自
衛
隊
の
Ｏ
Ｂ
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
、

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
作
成
業
務
に
従
事
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
お
お
よ
そ
五
〇
名
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
整
理
・
編
集
し
、
刊
行
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
冊
子
は
慶
應
義
塾
大
学
の
図
書
館
に
も
所
蔵
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
し
ご
関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
井
上
先
生
の
お
話
と
も
若
干
重
な
る
部
分
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
戦
後
日
本
は
「
強
烈
な
敗
戦
体

験
」
を
出
発
点
と
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
強
烈
な
敗
戦
体
験
」
と
は
、
日
本
本

土
が
戦
争
末
期
に
苛
烈
な
空
襲
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に
加
え
、

日
本
の
陸
海
軍
が
中
国
大
陸
や
南
方
諸
地
域
等
で
激
し
く
戦
い
、

軍
民
問
わ
ず
凄
惨
な
状
況
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
ま
す
。

こ
う
し
た
体
験
は
、
国
民
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
、
あ
る
い
は

強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
残
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ


